






未熟児では、クレチン症マス・スクリーニングで T4が低値をとることが多く、再検、精査

となることが多い。未熟児の各種甲状腺ホルモン、および TBGを測定して、未熟児の甲状

腺機能を検討した。 

方法及び対象 

未熟児 50 名 

対照として成熟児 10 名 

T4、T3、freeT4 をガンマーコート、TSH を TSH第一、TBG をリアグノスト TBG、rT3 を rT3

キット、freeT3 をアマシャムの各 RIA キットで測定した。 

未熟児を出生体重別に、1000～1499g、1500～1999g、2000～2499g の 3 群に分けて比較検

討した。 


